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改訂履歴

日付 バージョン 記載ページ 改訂内容

2019-09-11 V6.3 -- 初版を発行しました。
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はじめに（削除情報とは）

削除情報とは、過去にレコード削除した情報を指します。
この削除情報は、カスタムマスターのレコードを削除後もアプリ側とのマスター同期のために保
持され、破棄されません。これが溜まりすぎるとカスタムマスターの同期レスポンスが低下します。
削除情報を破棄するのがカスタムマスターメンテナンス機能です。

レコード

マスターレコード マスター削除レコード

レコード削除

i-Reporterアプリ

レコードの削除情報をダウンロード

削除情報

マスター削除レコードへ
追加

過去すべて
の

削除情報 過去すべて
の

削除情報

レコードの追加、更新をダウンロード
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カスタムマスターメンテナンス 操作

➢ システム管理ーカスタムマスターメンテナンスで削除レコードを破棄します。

➢ 操作するには以下の権限が必要です。

✓ 「システム管理 - 削除」または「システム管理 - データー管理 - 削除」

✓ 「カスタムマスター - メンテナンス」

「すべて」を指定した場合、全レコードを完全削除します。

「削除日数」を指定した場合、指定した日数以前に削除されたレコードを完全削除します。
例) 削除日数1で、現在日時が2019/09/11 13:00:00 の場合

→ 2019/09/10 12:59:59 までに削除されたレコードが削除対象

削除したレコードの件数が表示されます。
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注意点

マスター削除情報を削除すると、まだ同期が終了していないi-Reporterアプリはレコードが残り
続けます。

■カスタムマスター設定を「ローカル保存“する”」の場合

本機能は、必ず下記いずれかの条件を満たしたうえで実行ください。

・すべてのi-Reporterアプリ端末のローカルマスター同期が完了している

または

・すべてのi-Reporterアプリ端末のローカルマスターを削除する

■カスタムマスター設定を「ローカル保存“しない”」の場合

・条件なく実行可能
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